
武蔵野  

共に学ばん、ともに歩まん、ともに巣だたん  

 所沢市立安松中学校  学校だより 

 令和６年３月１日   校長 山元丈司 

学校教育目標
 

・自ら学び考える生徒  

・心豊かでたくましい生徒  

・礼儀正しい生徒  

・働くことに喜びをもつ生徒  

宣 言 文
 

本校は「地域の香り

を大切にし  地域と

ともにある学校づく

り」を推進します 
 
 

令和５年度学校評価より  

                              

記述欄より  

・日常生活で赤ちゃんと触れ合う機会が無いので授業の一環で地域の方の協力のもと赤ちゃんとの触れ

合いがあり、とても良いな〜と思いました。これまでは赤ちゃん苦手だった子が帰宅後は赤ちゃん可

愛かった！の言葉が聞けて嬉しくなりました。  

・いつも子供の目線で対応して頂き感謝の気持ちしかありません。ありがとうございます。  

・合唱祭、運動会と子どもたちが楽しく一生懸命やっている姿を見ることができました。練習時に先生

方がご指導してくださった結果だと思います。部活動でも顧問の先生方に心も体も強くしてくださ

り、勝つ喜びやこれからの生活の糧にもなる結果も残してくれました。  

・合唱祭素晴らしかったです。ありがとうございました。学校からの配布物は全てメールやホームペー

ジで確認できるようになると助かります。  

・先生方も多忙の中、生徒 1 人、1 人に向き合い真剣に話を聞いて対処し動いて頂けるところなど保護

者としては本当に有難いですし感謝しかありません。  

【令和 5 年度学校評価  保護者評価より】  



 令和５年度の学校評価の結果をお知らせします。コロナが 5 類に移行し、様々な学校行

事や体験活動が、少しずつ再開されたこともあり、「職場体験、校外学習、宿泊を伴う行事

等の体験活動は充実している。」「保護者が生徒の活動を参観する機会をよく設けている。」な

どの項目は、大きく上昇しました。また、「学校は、保護者や生徒の悩みを受け止め、適切に

対応している。」「生活や学習など生徒のようすが、わかりやすく伝えられている。」などの項

目につきましても、上昇が見られました。一方、「わかる授業」の展開につきましては、昨年

同様 80％を切っていることが課題として挙げられます。今年度の反省を次に生かして、次年

度の教育計画作成に向けた準備を進めているところです。教職員一同、今後とも研鑽に励ん

でいく所存です。よろしくお願いします。  

 
学校の様子から  

   
保健委員会が生徒朝会で発表  学校保健委員会  技術の授業  

   
石川地震生徒会募金活動  能登半島救援募金  期末テストもタブレット活用  

 

 
 

３月の主な行事予定  （予定が変更になる場合がございます）  

 

１日 (金 )  公立高校入学候補者発表  

５日 (火 )  三送会  
１５日 (金 )  卒業証書授与式  
１９日 (火 )  １／２年保護者会  

 
２０日 (水 )  吹奏楽部  

スプリングコンサート  
２５日 (月 )  大掃除  
２６日 (火 )  修了式  
２７日 (水 )  学期末休業日  

 

日ごと暖かさを増す日々が増える一方、急に気温が下がるなど、気温の変化が大きい日々

が続きます。先月は 2 学級で学級閉鎖となるなど、体調不良を起こす生徒も多い現状です。

三送会、そしてその後の卒業式などの準備もあります。体調管理につきましては特にご家庭

でも注意を払っていただけたらと思っています。  

助けよう石川 
 生徒会を中心に、2 月に実施されました「令和 6 年石川地震」の被災者救援のための募金

活動にご協力を賜りましてありがとうございました。集まった募金は読売新聞社を通じまし

て被災地救援のため、現地に届けられることになっています。  

 また、２年生の家庭科の調理実習では、被災地と同じように、電気を消して、水を使わな

いでできるレシピを考え、調理を体験する取り組みも行われました。火を通すときに、野菜

から出る水を活用した煮込みなど工夫を凝らした料理を作り、少しでも被災者の気持ちに寄

り添えることができればという思いも込めました。  


